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「ICT を利用した医学教育コンテンツの開発と活用に向けた研究（21AC1003）」 

分担研究報告書 
医師国家試験の CBT 化のための研究 

 
分担研究者  伴 信太郎   愛知医科大学医学教育センター 特命教育教授 

               中津川市地域総合医療センター センター長 

研究要旨：本研究は、日本の医師国家試験の CBT（computer-based testing）化のための参考

資料として海外の医師国家試験と、その CBT 化の状況についての調査である． 

これまでの研究結果から，下記の課題が抽出された． 

 大規模試験における 3つの重要な要素（試験問題作成、試験オペレーション、試験シ

ステム）を勘案した設計． 

 IRT 理論に基づく学力測定と項目の教育測定学的な質の担保． 

 IRT による項目管理のためには試験問題の非開示が必要． 

 過去問の修正と新問の作成の組み合わせでできるだけ多くの問題の蓄積． 

本年度の研究目的：昨年度に引き続き諸外国での医師国家試験 CBT 化の現状を調査． 

研究方法：韓国と台湾の医師国家の CBT 化についての調査 

研究結果：「医師国家試験の CBT 化のための課題」の内，大規模試験における 3つの重要な

要素（試験問題作成、試験オペレーション、試験システム）の参考にすべく，医師国家試験の

CBT 化で先行する韓国，台湾の実情を調査した．両国では PBT を CBT 化したという段階であ

り，日本での医師国家試験の CBT 化のためには共用試験での経験と米国の USMLE の経験を主と

して参照していくべきである． 

A. 研究目的 

【これまでの研究結果】 

本分担研究の目的は，日本の医師国家試

験の CBT 化にあたって．『CBT 化の意義と

課題』を検討することである．昨年度まで

の研究（2018～2021）で，試験の CBT 化に

は下記の意義と課題があることを明らかに

した． 

[日本の医師国家試験の CBT 化の意義] 

・ 《作問上の利点》 

 前の質問に戻れないために，臨床

推論を問う問題が作りやすい 

 グラフィック、オーディオ、動画、

その他、紙べースの試験では出題

できないテクノロジーを活用した

試験問題の作成が可能 

 画像，病理所見などのコストがか

からない 

・ 《実施運営上の利点》 

 受験日の変更が比較的容易 

 受験生の手続き管理が容易 
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 全ての都道府県で受験できる 

 試験問題の持ち出しができな 

 受験終了直後に成績の取得が可能 

 危機管理がしやすい 

 問題用紙の印刷・配送・回収

に伴う試験問題の漏えい・紛

失のリスクを減らせる． 

 不測の事態(自然災害、大規

模事故等)への対応が容易． 

 大量の紙の消費，印刷，試験問題

の輸送等の工程が不要となる． 

[医師国家試験の CBT 化のための課題] 

 大規模試験における 3つの重要な

要素（試験問題作成、試験オペレ

ーション、試験システム）を勘案

した設計． 

 IRT 理論に基づく学力測定と項目

の教育測定学的な質の担保． 

 IRT による項目管理のためには試

験問題の非開示が必要． 

 過去問の修正と新問の作成の組み

合わせでできるだけ多くの問題の

蓄積． 

【本年度の研究目的】 

 前述の現状を踏まえて，昨年度に引き続

き諸外国での医師国家試験 CBT 化の現状を

調査する． 

B. 研究方法 

B-1．韓国の医師国家の CBT 化についての

聞き取り調査と文献的調査 

B-２．台湾の医師国家の CBT 化について

の聞き取り調査 

C. 研究結果 

《韓国の医師国家試験の CBT 化》 

 韓国は 2021 年度の医師国家試験

から CBT 化を導入. 

 医師国家試験は 2 日間で全国一斉

に 15 か所で行った. 

 合格率は 97%程度． 

 基 本 的 に は 紙 ベ ー ス の 試 験

（Paper-based test:  PBT）を

CBT 化したものであるが、CBT 化

のメリットを生かしたマルチ・メ

ディアを使った問題を 320 題中 3

題導入した． 

 今後毎年マルチ・メディアを使っ

た問題を 3 題ずつ増やしていく予

定． 

 IRT は導入していない． 

 7 年前から医師国家試験問題が公

開となっていて試験問題プールは

できていない． 
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《台湾の医師国家試験の CBT 化》 

 台湾は 2015 年度の医師国家試験から

CBT化を導入．その後現在まで12種の

医療専門職の資格試験が CBT 化された．

2024年度には看護師，栄養士の国家試

験も CBT 化 CBT 化される予定． 

 医師国家試験は2日間で全国一斉に13

か所で行われる（June, January: 2 回

/年）（会場は主として大学のコンピュ

ーターセンタを使用）. 

 年齢制限なし 

 1つのパート2h×1，各2時間 80問，

合計 320 問 

 IRT は導入していない 

 医師国家試験問題が公開となっていて

試験問題プールはできていない． 

D. 考察 

世界的に見て、医師国家試験が無い国も

少なくない。しかし、EU加盟国間での医師

の移動が増え、今後は現在医師国家試験が

無い国でも医師国家試験を導入する国が増

えていくであろうと予想されている 3。 

 日本の医師国家試験は認知領域の試験と

しては質の高いのものとなっていて、医師

国家試験先進国として国際的にみても高く

評価できるが、ICT の活用の面では後塵を

拝しており、その CBT 化については米国、

カナダ、台湾、韓国が参考となると思われ

る。 

米国とカナダでは実技試験（OSCE）が相

次いで廃止され（2021），認知領域の試験

のみになったが，両国とも認知領域の試験

は CBT 化されている． 

本年度は，これまでの調査で国家試験が

あり，かつ CBT 化されていることがわかっ

ていた韓国と台湾の実情を調査した． 

両国とも医師国家試験は 2 日間で全国一

斉に実施されていた（台湾では年 2 回）．

また，いずれの国も IRT は導入されておら

ず，韓国では CBT 化のメリットを生かした

マルチ・メディアを使った問題は 320 題中

3 題のみであり，今後毎年マルチ・メディ

アを使った問題を 3 題ずつ増やしていく予

定とのことであり，PBT を CBT 化したとい

う段階であった． 

翻って我が国の実情を顧みると，両国で

は行われていない臨床実習前の共用試験で

IRT を活用した複数日での試験の実施経験

を有しており，韓国・台湾のように PBT を

CBT 化した全国一斉試験の段階を経る必要

はないと考えられる． 

E. 結論 

「医師国家試験の CBT 化のための課題」の

内，大規模試験における 3 つの重要な要素

（試験問題作成、試験オペレーション、試

験システム）の参考にすべく，医師国家試

験の CBT 化で先行する韓国，台湾の実情を

調査した．両国では PBT を CBT 化したとい

う段階であり，日本での医師国家試験の

CBT には共用試験での経験と米国の USMLE

の経験を主として参照していくべきであ
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る． 

 一方で両国とも医師国家試験のみなら

ず，その他の医療専門職の国家試験の CBT

化も進めており，参考にすべきであると考

えられた． 

 下記に米国，韓国，台湾における医師国

家試験ないし，国家試験ではないが，米国

の USMLE の比較対照表を示す． 

 

F．研究発表、知的財産権の出願・登
  録 
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